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目と資産勘定科目は 1 対 1 で対応していない）。
自己資本の蓄積は、Wʼ－gʼ－w” という特殊な商品
資本循環形式をとる。価値膨張 gʼ－w” は、法人企
業統計の数値では、過去 20 年間の累計で約 110
兆円（内部留保と社内留保の差額）に加えて自己
資本勘定科目の ʻ 包括利益 ʼ24.2 兆円に含まれる評
価損益（差額の残差）との合計額になる。
　歴史的に照射するならば、自己資本蓄積様式が






25.9 兆円）を含む自己資本（＋ 34.6 兆円）が増加















　かつて、В . И . レーニンは、独占資本主義の
確立と資本輸出を指標として、政治体制としての
近代的帝国を支える経済力基盤と捉え、これを資




である。本稿の ʻ 自己資本の蓄積 ʼ 仮説は、資本主
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ており、「失われた 20 年」とも表現されている。
確かにフローの経済成長は緩慢であり、中間層の
貧困化も進展している。“ 長期停滞 ” という認識
や診断も必ずしも間違いではない。しかし、この
間の資本の運動が、“ 静止状態 ” に陥っていたの
かという問いであるなら、それは明らかに誤認で
あり、思い込みである。D. リカードが懸念した “ 定
常状態 ” は、資本蓄積が進んだ結果、利潤率がゼ
ロとなり、資本の運動が機能停止する段階に至る


































収益 78 兆円→社内留保積立 156 兆円→内部留保
増分 264 兆円→保有株式増分 206 兆円というデー
タ値の関係と時系列を価値の “ 転倒的・逆流的 ”
回路として措定することになる。　
　はじめに、自己資本比率と金融資産比率の上昇
という事実を確認する。図表 1、2 では、97 年と
2016 年のストック表とフロー表を対比している。
この表からだけでも、自己資本と保有金融資産の










































































金融資産 / 総資産比率は、32.4％に達している（注 10）。
図表 3 図表 4
図表 5 図表 6
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内在型産業資本 ” と定義すべき資本である。“ 金
融機能内在型産業資本 ” とは、 蓄積のための蓄積
という推進動機に加え、この資本に固有な運動と



































図表 7 図表 8
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の変動は、売上高の変動率に従属して変化してい
るのである。もっとも、労働分配率（対付加価値比）
は、低下傾向を示す。2008 年の 55.4％から 51.1％














































の 60g に営業外収益⑯ g が加わり、経常利益が
76g になったとする。次に、租税、法人税などに
図表 9
















26g を支払い、当期純利益は 50g になり、ここか
ら 20g を配当にあて、30g が社内留保となったと
する。76g → 50g  → 30g へと企業に帰属する剰余
価値が確定する過程で、企業外部に分配される剰
余価値総額は総計Δ 46m となり、企業内部に残る
剰余価値は 14m になるが、社内留保額は 30g であ






































　営業外損益額 ＝　a ×（保有株式時価額）＋ b
　とすると、
　 営業外損益額 ＝　0.094 ×（保有株式時価額）










図表 10　　　 図表 11　　　
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る（注 11）。ただし、これは「差額 110 兆円」の価値
図表 14 図表 15
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1999 年以降であることが分かる。（図表 16 － 1）
































図表 16 － 3
図表 16 － 1
図表 16 － 4























































































































































よって蓄積された剰余価値の “ 貯蔵手段 ” を与え























業外収益 / 配当は 80％になる）配当を経由する剰





















図表 18 図表 19
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を規定するのは社内留保と配当の分割であるか
ら、社内留保率は、資産価値膨張の “ エンジン “ 出




































































上昇を 1 度限りとし、B/S の変化が株価に影響し
ないと想定しているからである。自己増殖自体は





















































（ 1 ）本稿のデータは、法人企業統計調査 時系列、
全産業（除く金融保険業）, 全規模を用いた。
（ 2 ）「単純再生産型の自己資本の蓄積」は、K. マ
ルクス『資本論』、第 1 巻第 7 編「資本の蓄
積過程」、第 2 巻第 3 篇「蓄積と拡大再生産」、

















規模の再生産は “ 単純再生産 ”、拡大する規




















































































　　  例えば、証拠金 30G－100W－80g’（Δ50g）－
50W”－100W”（Δ50ｗ”）の株式保有という価
値膨張であれば、資産価値は 30G → 100W”
（未実現価値膨張＝ 70）となる。
（12）企業の保有株式額 280 兆円規模は、東証一













―」『駒澤大学経済学論集』第 42 巻第 3・4 号、
2011 年、参照のこと。
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On the Theory of Core capital Accumulation based on a similar 
scale-reproduction and the Mechanism of the expansion of 
fictional value
YOICHI SATO
School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University
Abstract
In this paper, I show that The Capital transforms the Accumulation Oder into Core capital 
Accumulation based on a similar scale-reproduction. The main constituent of Capital Accumulation 
shifts to the Industrial Capital with the financial function, and they hoard up “fictional value of 
Fictitious capital”. The Self-propagating process of surplus value will never perish at the moment. 
This Capital power is a source of strength for Capitalistic Imperiality-reactionism.
Key Words（キーワード）
Theory of Core capital Accumulation based on a similar scale-reproduction（単純再生産型自己
資本蓄積様式），Equity capital and Fictitious capital（株主資本と擬制資本），Mechanism of the 
expansion of fictional value（仮構の価値増殖メカニズム），Marxʼs Capital Accumulation Theory（マ
ルクスの資本蓄積論），Extended-reproduction（拡大再生産），Industrial Capital with the financial 
function（金融機能内在型産業資本），Imperialism and Imperiality（Imperial power）of capitalism（資
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